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1. はじめに

　部品内蔵技術は 3次元実装 (3D integration)技術の一形態
であり，小型化の実現，信頼性の向上，高周波特性の向上
などのメリットがある。表面実装用のデバイスを配線板内
層に埋め込む技術の研究開発が行われ，その結果 2003年に
ベアチップを内蔵するプリント配線板が初めて市場に登場
し 1)，その後受動部品内蔵基板やWLP内蔵基板が実用化さ
れた 2),3)。近年では携帯電話やスマートフォンなどのモ
ジュール部品やメインボードへ採用され 4)，さらに自動車
分野においても量産化されている 5)。
　2006年 4月にエレクトロニクス実装学会 (JIEP)に EPADs 
(Embedded Passive and Active Devices)研究会が設立された 6)。
2012年 4月からは部品内蔵技術委員会へと発展し，2014年
10月末現在で 62団体，80名が所属している。
　本稿では，昨年発行されたエレクトロニクス実装学会誌
の部品内蔵基板に関する全冊特集号“部品内蔵基板とそれ
を支える周辺技術の最前線”7)の内容を中心に，部品内蔵技
術の現状と展望について報告する。個々の技術の詳細内容
については，学会誌 2014年 8月号を参照されたい。

2. 部品内蔵基板の国際標準化動向 8)

　プリント配線板業界で組織されている JPCA（一般社団
法人日本電子回路工業会）は，EPADs研究会と連携して
2008年 3月に部品内蔵基板規格部会を設置した。目的は，
部品内蔵基板産業を大きく発展させるために必要な，構造
や語句の統一，信頼性試験方法などの標準化である。ま
た，規格書を作成して国際標準化を推進し，この分野での
世界のイニシアチブを握ることを目指した。
　規格書は，2008年 6月に部品内蔵電子回路基板（部品内
蔵基板）規格書 EB01 (Edition 1)として発行された 9)。これ
は世界で初めてとなる部品内蔵基板の規格書で，基板の定
義，構造，信頼性試験方法などを記載したもので，毎年改
定され 2013年には第 6版が発行されている 10)。
　一般に IECでの国際標準化へのステップは表 1に示すよ
うに 7段階のステップがある 11)。IECでの標準化には，IS，

PAS，および TS (Technical Specification)，TR (Technical 
Report)がある。また，PASは公開仕様書，TSは技術仕様
書，TRは技術報告書で，IS同様 IECから発行される。最
終国際規格案 FDIS (Final Draft International Standard)での投
票後，国際規格 IS (International Standard)となる。
　2009年 10月に IECの技術委員会 TC-91（電子実装技術）
へ部品内蔵規格EB01 (Edition 2)の内容がNP (New Work Item 
Proposal) NP提案され，同時に PAS (Publicly Available 
Specification)レベルで標準化された。現在，日本からの提
案は最終国際規格案 FDIS (Final Draft International Standard)
の投票で可決され，最終的な IEC文書国際規格 IS (Interna-
tional Standard) 発行直前の，表 1中の矢印の段階である。
　提案は以下の 4つに分割されて規格化されることとなっ
た 8)。

IEC62878-1-1 Generic specification - Test methods

　これは，部品内蔵基板の試験方法を標準化したもので，
ISとなるものである。

IEC62878-2-1 General description of technology

　これは，部品内蔵基板の定義，構造，製造方法を記述
し，製造工程で重要となる部品との接続点を規定したもの
である。

IEC62878-2-3 Design guide

これは，部品内蔵基板の製造工程を考慮した設計仕様書を
標準化したものである。基板の表裏の定義，層の呼称もこ
こで規定した。実装する部品および基板ベースの仕様，実
装方式，接続方式の仕様などを定めた。
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表 1.　IECでの国際標準化のステップ 11)

ステップ 名　　称 略称 内　　容
0 Preliminary work item PWI 予備業務項目

1 New work item proposal NP 新規の提案書

2 Working draft WD 作業グループでの作業
原案

3 Committee draft CD 委員会での正式原案

4 Committee draft for vote CDV 投票用の原案

5 Final draft international standard FDIS 最終国際規格案

6 International standard IS 国際規格


